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1丹波篠山市黒大豆栽培の風景　2灰肥料をつくる「灰小屋」 3黒大豆の手選り
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1水稲とたまねぎ小屋　2円筒分水による配水　3長屋門の牛舎
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丹波篠山の黒大豆栽培
～ムラが支える優良種子と家族農業～

南あわじにおける 
水稲・たまねぎ・畜産の生産循環システム

　丹波篠山地域では、江戸時代から水不足のため稲
作をしない「犠牲田」を集落で協力し合いながら設
け、そこで黒大豆栽培が始まりました。水田の多く
が、加湿・重粘土な湿田で、これを乾田化すること
は技術的に困難でしたが、溝を掘り、畝を高くする
ことで、黒大豆栽培を可能にしました。（乾田高畝
栽培技術）
　明治時代には、豪農大庄屋 波部本次郎らによって
在来種（多様な遺伝資源）の中から優良な種子が選
抜育種され、現在では採種ほ場を分散設置するなど
持続的に優良な種子を生産しています。（優良種子
生産方式）
　水の少ない丹波篠山地域では、多くのため池が築
造されたことで希少な両生類などが生息しています。
また、粗朶（そだ）や落ち葉を灰小屋で焼いて作る
灰肥料が用いられるなど、農の営みの中で自然環境
が守られています。（自然循環システム）

　水と土地に限りがある兵庫県南あわじ地域では、律
令時代から開墾とため池などのかんがい施設の整備が
進みました。特に江戸時代以降の新田開発にともない
かんがいの高度化が進み、ため池、河川、用水路とい
った表層水と、湧水、深井戸、浅井戸、横井戸といった
地下水を組み合わせるかんがいシステムが構築されま
した。また、これらのかんがい施設の管理運用は「田主
（たず）」と呼ばれる組織が社会組織化され、新田開発
などにより発展してきた水稲作の上に、1880年代に加
えられたのが、たまねぎ栽培です。ほぼ同時期に、役用
牛から畜産（酪農）への転換が進められました。
　この結果、高度に発達した水利システムを基盤と
して、初夏から秋にかけて稲作を行い、その後、秋か
ら春にかけてたまねぎを栽培します。同時に稲わらを
畜産に利用し、牛ふん堆肥を砂礫の多い農地に土壌
改良としてすき込みます。これにより、畑地雑草や病
害虫を抑制させ、たまねぎの連作を可能とする生産
循環システムが確立されました。

令和２年度
認定兵庫県丹波篠山地域

令和２年度
認定兵庫県南あわじ地域
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1海南市下津町鉢伏山からの風景
2みかんの神「田道間守」を祀る橘本神社の「みかん祭」
3急傾斜地で栽培される「下津びわ」
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1「高野山との結びつき」と「平地の少なさの克服」の歴史を物語るランドスケープ
2高野山に豊作を感謝・祈願する「御田」（おんだ）
3畦畔での栽培を起源とし、日本一の産地を築いた「ぶどう山椒」
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下津蔵出しみかんシステム

聖地 高野山と有田川上流域を結ぶ
持続的農林業システム

　和歌山県海南市下津地域は、約1900年前、垂仁天
皇の命を受けた田道間守（たじまもり）が中国から
みかんの祖となる橘を持ち帰り植えたと言い伝えら
れていることから、日本の「みかん発祥の地」とさ
れています。
　当地域は、ほとんどが傾斜地であることから、約
400年前から、独自の石積み技術により段々畑を築き、
みかんを栽培し、急傾斜地等では、草生栽培により
土壌の流出を防ぎながら、びわを栽培してきました。
　また、みかん園内に木造土壁の蔵をつくり、適切
な温湿度のもとで貯蔵することで、みかんを絶妙な
糖酸バランスに熟成させる「蔵出し技術」を生み出
しました。
　さらに山頂や中腹に雑木林を配置することで、水
源涵養や崩落防止などの機能を持たせるとともに、
里地・里山の豊かな生物多様性を維持し、持続可能
な農業システムを構築しています。

　高野・花園・清水地域のシステムは、100を超え
る木造寺院を維持してきた「高野六木制度」と、高
野山とともに発展してきた花園地域の「傾斜地を利
用した仏花栽培」、清水地域の「棚田の畦畔を利用
した多様な植物の育成・栽培」による農林業システ
ムです。
　度重なる火災に見舞われてきた高野山では、建築
用材として有用性の高い６種の針葉樹について、寺
院の建築・修繕以外での伐採を禁じ、必要となる樹
のみを択伐し、天然下種更新（てんねんかしゅこう
しん）などにより森林を更新する「高野六木制度」
を生み出すことで、用材の永続的自給を可能にしま
した。
　有田川と参詣道「有田道」により高野山と繋がる
花園・清水地域の人々は、農業・林業を主業としつ
つ、高野山の需要にも応える多様な農林産物を傾斜
地や棚田の畦畔で育成・栽培することで、平地の少
なさを乗り越え、生活を発展させてきました。

平成30年度
認定和歌山県海南市下津地域

令和２年度
認定和歌山県高野・花園・清水地域
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1地域を発展させ続け、日本のみかん栽培を牽引してきた有田みかんシステム
2有田川両岸で営まれる地形・地質に応じたみかん栽培
3高い観察力による枝変わりの発見
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1砂鉄採取跡に広がる農村景観　2唯一「たたら製鉄」を継承
3日本三大蕎麦の「出雲そば」
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みかん栽培の礎を築いた
有田みかんシステム

たたら製鉄に由来する
奥出雲の資源循環型農業

　有田地域では、高い観察力を持った生産者が、数
多くの優良品種を見出すことで、栽培品種のバリエ
ーションを高めてきました。加えて、みかん農家自
身が高品質な「二年生・土付き苗木」を生産してお
り、産地内での品種育成と苗木生産の組み合わせに
より、産地の自立性を向上させています。
　栽培面においては、多様な地勢・地質の組み合わ
せに応じた栽培・品種選定を行うことで、高い品質
を誇る「有田みかん」産地を地域全体で形成してき
ました。また、日本初のみかん共同出荷組織「蜜柑
方（みかんがた）」を起源とする多様な出荷組織が
共存することで、「有田みかん」ブランドを維持し
ています。
　本システムにより、有田地域は、400年以上にわ
たり持続可能な発展を続け、日本一の生産量を誇る
産地になるとともに、みかん栽培の礎を築き、他産
地の発展を牽引してきました。

　中国山地の山間にある奥出雲地域は、日本古来の
製鉄法「たたら製鉄」の原料である砂鉄を採取する
ため、鉄穴流し（かんなながし）という採掘技術で
山々を切り崩し、採掘のために導いた水路やため池
を再利用して水田を開発してきました。
　運搬や農耕のため17世紀初頭に行われた和牛改良
の知識を活用して肉用牛の種雄牛を造成し、牛ふん
や山草を堆肥化して土づくりを行い、良質な「仁多
米」を生産しています。また、約30年周期で伐採し
てきた薪炭林はシイタケ生産に活用され、森林や草
地に棲むハナバチ類は遺伝資源である在来ソバの受
粉を促し、「出雲そば」のルーツとなり、食文化が
色濃く残っています。
　棚田には墓地や神木を祀った小山「鉄穴残丘（か
んなざんきゅう）」が点在し、神（自然）を畏れ祖
先を敬う日本の宗教観を象徴する農業景観を形成し
ています。

令和２年度
認定和歌山県有田地域

平成30年度
認定島根県奥出雲地域


